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第1章 計画の策定にあたつて

lL計画策定の目的

町田市は多摩丘陵の北の端に位置し、北部の丘陵地は鶴見川、境用の源流域にもなってお

り、都市の近郊でありながら、豊かな自然環境を有しています。また、減少しつつあるもの

の今でも農の環境が残つており、数多くの歴史 。文化の足跡を見ることができます。こうし

た立地・緑 。農・歴史 。文化、これらすべては町田市の魅力の一つであり価値ある資産・資

源であるといえます。

町国市で 1ま、これまで「町田市市北部丘陵活性化計画 (基本計画・実施計画」及び「町田

市北部丘陵活性化計画アクシヨンプラン (行動計画 )」 に基づき、北部丘陵に特化した塁曲

環境の「再生と保全」を推進してきました。

こうした中、自然環境への意識の高まりやコロナ禍による生活環境の大きな変化に伴い豊

かな自然環境を求めて多くの人が町田市の里JJを 訪れています。す方、近年のゲリラ豪雨や

大型台風など自然災害に対して、河用の源流域に位置していることからグリーンインフラ

(詳細は P。 8に記載)の推進が重要視されてきています。さらに、多摩都市モノレールや小

園急多摩線の延イ申、リニア中央新幹線開業による都市郡からのアクセスの向上等、生活環境

や社会環境の変化を応、まえ、里曲の環境を町田市の貴重な資産として活かしていくことが求

められています。また、本市におけるSDGsの 達成や持続可能な循環型社会の実現に寄与

していくことも重要な視点となっています。

本計画では、こうした地域の資産・資源を再生するとともに、有効に活用していく施策を

効果的に推進していきます。そのために、将来像を示すとともに、施策の対象となるエリア

を設定し、それぞれ異なる地域の特徴をとらえ、実情に応じた施策をリーディングプロジェ

クトとして設定します。

多様な主体による連携・協働によりかつての里山環境を再生 !活用していくことで、「住

み人も訪れる人も居心地のよいまちだの里曲」を実現していくための計画として策定しまし

た。

2H計画期間

計画の期間は、2022年度から 2031年度までの 10年 F耳司とします
`

2022年度から 2026年度までの 5年層日月の実行計画を作成し、2026年度に中F冨辱確認を行い、

後期 5ヵ 年の取組を定めます。

前鶏実行計画 後鶏実行計画

2022 : 2023 1 2024
年度 :年度 :年度

2025
年度

2026年度
ZOZ7
年度

2023
年度

2029
年度

2030
年度

2031
年度

中F口尋確認
(検討)



3J計画の位置付け

本計画の位置づけ零必下のとおりと傘ります。

4E本計画の対象地域

本計画の対象となる地域とま、東京都心から直線距離でおよそ 30～ 40km、 横浜の中心部か

ら直線距離でおよそ20～ 4αkmの位置にあります。町丁目では、相原町、二小出閣町、下小

曲園露J、 小野路町、図師町、野津田田J、 三輪町の市衡化調整区域とそれに隣接する南街化区

域の一部に該婆します。                            そ
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5E対象地域の林相区分巴

本計画の対象地域の林相区分図
/1は以下のとおりです。対象地域全体において、広葉樹が

多くなっています。一部市の西部においては針葉樹も多く、小野路町周辺では竹林が多くな

っています1
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※l林相区分露とは林業経営の計画と実施に必要な事項を表わした図面のことで、主にその地域

が針葉樹林、広葉樹林なのかといった分類が図示されています。
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6B計画策定の背景

(1)町田市の人口構成の変化

町霞市が行つた将来人口推計の結果に基づき、2020年以降の推移をみると、近い将来、

総人園は長期にわたる減少局面に移行します。その減少幅は年を経るごとに拡大し、2040年

には 40万人台を割り込むおそれがあります。
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出典 :ま ちだ未来づくリビジョン2040「2040な りたい未来J(基本構想 )

(2)町田市の水とみどり

市内には鶴見用や恩田川のような 1級河ナ11を 合んだ豊富な水資源や大小様々なみどりが

あり、北部に広がる森林などすよ生態系保全の重要な緑となっています。   ・

市内には生産緑地などの都市農地も多く点在しており、今後こうした場所で農を介して、

様々な人をつなげていく取組も進められようとしています。また、流域治水※2上重要なグリ

ーンインフラである塁山環筑はその保全に努めることで、まちの耐災害性の向上にも寄与し

ていきます。
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出典 :町田市都市づくりのマスタープラン

※2流域治水とは、気候変動の影響による水災害の激甚化・頻発化等を踏まえ、堤防の整備、ダ

ムの建設・再生などの対策をよリー層カロ速するとともに、集水域 (雨水が河チ:|に流入する地

域)か ら氾濫域 (河チ|1等の氾濫により浸水が想定される地域)にわたる流域に関わるあらゆ

る関係者が協働 して水災害対策を行う考え方ぅ
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(3)町臓市の緑地の保全及!び緑化の目標                 |
東京都では、「東京が進めるみどサの取組」(令和元年5月 )にて、みどサ率 (緑が地表を

覆う部分に公―園区城・水面をカロえた面積が地域全体に1占―める害lと合)を 指標に、F東京の緑を、
総量としてこれ以上滅らさない1という日本票を掲げており、町国市にお寺`ても今後は「みど

り率Jを指標に用い、将来目標をi設定していきます。  ア

市内のみどサ率・函積の推移を見ると、公園1緑地が増加してきていますが、制度的に握

保されていない樹林麹や農鶏―地などの民有
'色

のみどりの減少が見られます。

今後rよ、〕iき織きみどりの保全や公園・緑地等の整備を進めぅとともに、日常的に市内に

あるきまざまなみどりの活用を図りな―がら、景有
'色

も含め.たみどりの維持に1取け―組むことに

よつて、|みどりの裕量を騨ちさないことJを蒋来目標としますと

基典 :町田市都市づくりのマスタープラン
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(4)価値観やライフスタイル・暮らし方の多様化

近年(ア ドベンチャーツーリズム※3ゃく市民農園の需要が増えるなど、淘然やみどりに触

れ合う機会が求められています。農産物直売所の売り上げも伸びており、地域の新鮮な農産

物が求められ健康意識が高まって寺`ることが伺えます。

また、テンワークの普及などにより、場所を選ばないイ動き方が可能になるとして、自然に

囲まれた中で仕事を行えるワーケーションなどが注目を集め、みどり豊かな郊外の魅力が再

認識されています。

今後lまさらに、働く,遊ぶ・食べるなどの価値観が変化し、ライフスタイルや暮らし方が

さらに多様化することが想定されます。

出典 :町田市者轟市づくりのマスタィプラン
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※3ア ドベンチャーツーリズムとすよ「アクティビテイ、自然、文化体験の 3要素のうち、 2つ以

上で構成される旅行」のこと

7

(5)ウイズコロナ・アフタ下コロナ

コロナ禍の影響により、人との間隔を確保で

きる公園、広場、テラスなどゆとりある屋外空

F日毎の充実が求められています。また、住まい選

びでも「利便性」だけではなく、緊急時の安全・

安心や、テレワーク等の新しい暮らし方のため

の環境の充実といった点が重ネ見されるなど、住

まいに求められる要素が変化 しています。

こうした価 F直観の変化は人口移動にも影響

が表れており、都心部の自治体は 2020年に入

り転入増加数が大幅に減少した一方、30ん40km

圏の郊外自治体では増加を続けています。
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(6)グリーンインフラ※4について

様々な社会釣課題、経済的課題の解決方法の一つとしてグリーンインフラあ活用が期待さ

れています。グリーンインフラを活用することで、以下の成果が期待されています。

町田市の星由においても、さまざまなみどりをグリィンインフラを構成するみどりと捉え、

みどりの持つ機能を積極的に活かした、グリーンインフラを推進する取組が求められていま

す。
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(6)自熱と共生する社会鍮棗理
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浮船 盛差 与4る

1即 i l:す
言≧]':|| ■議 :

|―

魏

臨典 :グ リーンインフラ事伊l集 令和 3年 3月版
ヤ

※4みどりなどの自然環境の持うさまざまな機能を積極的かつ有効に活用することで、人と生き
ものが健康に暮らすことができるようにする社会基盤 (イ ンフラ)及びその考え方です。
この考え方|ま、激甚イとする自然災害や成熟社会における持続可能な地域づくりなど、我々が
直面しているさまざまな課題への対応策の下つとして近年注目されています。
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(7)持続可能なFテ子写発目標(SDGsiSustainabお Devebpment Goaに )の実現

持続可能な開発目標 (Sめ Gs)と は、2015年 9月 の国連サミットで採択された、持続可

能な世界の実現のために 2030年までに世界中で取り組む国際目標です。持続可能で多様性

と包摂性のある社会を実現するための 17の ゴールから構成され、未来を見据えたバックキ

ャスティングの発想を活用し、「誰一人取り残さない」ためt弓、先進国を含めた全ての国で耳又

組が進められています。

町田市がこれまでに進めてきたまちづくりの取組は、多くの点でSDGsの 理念や目標と

合致することから、BIき続き「まちだ未来づくリビジョン 2040』 における、政策や施策の推

進を通してSDGsの 実現に貢献していきます。

本計画では、
十
各取組とSDGsの 関係をわかりやすく示すため、対応するゴ▼ルを記載し

ています。

言躍器1珊群G撃墳LLS

出典 :まちだ未来づくリビジョン2040
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第2章 町田市の里山の現状と課題

里曲とすま、かつて谷戸や曲林に隣接する地域で生活する住民が、自ら田畑を耕作し農関期

においてすま、薪や炭にする目的で樹本の伐採などを行い、住民σ)生活が営まれてきた場所を

いいます。

人の手が適度に入ることで生き物の多様性、良好な景観、伝統文化等が保存・継承され、

人と自然が共生し資源が循環すること等により、持続可能な環境が形成され、経済が成立す

る基盤となっていました。

本計画における「塁曲」とは、かつて上記のようなとノくみが成り立っていた場所を指1/永

す。

【参考】かつての里曲の循環サイクルのイメージ

エ
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1日 町田市全体の里由の現状

地域で生活する住民などによって管理されてきたかつての里由の環境は(高度経済成長に

よる生活様式の変化等によって人の手が入ることがなくなり、それまで続いてきた資源の循

環が途切れ、荒廃した曲林や農地が増えてきています。近年でlよ、特定の虫が夕某介するナラ

菌によって、樹木が集団的に構損する「ナラ構れ」の被害も発生している状況です。

南衡化区域に近く、多くのみどりが残る町田市の塁曲には、自然環境への意識の高まりや

ヨロナ禍の影響を受け、市内外から散策などを楽しむ人が多く訪れています。また、NPO
や市民団体により、荒廃した里曲の環境を再生し、保全する取組が一部の地域で行われてい

ます。

放置された曲林や農地が増えた結果、自然環境や景観への影響だけでなく、構損による種こ

本や不法投棄がみられます。また、散策などの来訪者が増加した結果、私有地への立ち入り

など来訪者のマナー違反なども発生しており、地域住民の精神的・経済的な負担となってい

ます。

なお、町国市の皇曲は市街化調整区域に位置し、都市基盤の整備に制約が設けられており、

地域で安心して住み続けるための生活環境の改善が求められています。

現状、耳又組のようす

。地域で収穫・生産した農産物の販売
・ボランテイアや地域の団体による保全活動

・フットパスの環境整備、活用

・民間事業者によるイベント等

ナラ枯れのようす 散策に訪れる人

芋士履り体験

12
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2.町霞市の里山の課題

地域の資源の循環が途切れ、人の手が入ることがなくなった曲林や農地が増え、里山の環

境が荒廃した結果、生態系の変化や景観の悪化のほか、不法投棄も行われるなど生活環境も

以前と比較して悪化しています。また、近年で|ま、来訪者が増加しつつあり、私有地への立

ち入りなどマナーやモラルに関する対応や全国的に拡大している「ナラ枯れどへの対応も求

められています。

里曲が荒廃している要因としては、曲林や農地を管理する住民の経済的な負担の増加や高

齢化、市″ヽこで活動するボランティア等の団体メンバーの固定化による高齢化や活畜力の担い手

不足などがあげられ、地域rナ,課題解決への取組が必要になりまB。

また、来訪者のマナーやモラルヘの対応としてtよ、里曲の魅力を通切に発信するとともに、

地域の住民と来訪者にとって良い関係性を構築することが必要になります。

今後は、こうした地域や社会の課題に対して、市内の重曲を地域の社会基盤 (グ リーンイ

ンフラ)と して提え、地域の住民だけでなく、民蘭事業者など多様な主体と連携し、地域の

課題解決に取り組んでいくことが重要になります。

こうしたことから、里曲環境の保全を将来に渡つて持続可能なものとするために、里曲環 .

境の再生を図り、時代に即した新たな循環サイクルを構築することが強く求められています。

実行計画を策定するうえでは、これらの課題に対して地域の実情に応じた取組を検討してい

く必要があります。

里山環境の再生活動が

行われる前の谷戸

里山環境の再生活動が

行われてた現在の谷戸

13



3√ エリアの区分

地域の実情に応じた取組を検討していくために、対象となる町田市の塁1llを 以下のように、

4っエリアに区分します。市内の市街化調整区域※5を 主な対象とし、相原エリア、小山由ェ

リア (上小山田町、下小曲園町、図自頭町の一部)、 小野路エリア (野津盛町、真光寺町の二

部)、 三輸エリアを単位として、次ページ以降、エリアごとの現状と課題、ビジョンを整理

していきます。

相諫エリア
学山田主リア   奪`野路上リメ

二輪エリア

※5都市計画法では、都市計画区域を「市衡化区城」と「市衝化調整区城」に区分することによ
り、無秩序な市街イ色を防止し、計画的な市街化を図ることを目的としています。市衝化区城
(都市計画法第 7条第 2項)は、すでに市衝地を形成している区域とおおむね 10年以内に優

先的かつ計画的に市衡化を図るべき区域で、市衡化調整区城 (都市計画法第 7条第 3項 )

は、市衝化を抑制するべき区域となっています。
14



4日 正tジアごとの現状と課題

田 山ヽ田エリア】

(1)エリアの概要

小曲田エリアは、町国市の北部に位置し、多摩市や八王子市の多摩ニュータウンに接する

地域です。多摩丘陵の大きな緑地帯を抱え、一帯が鶴見ナriの源流域となっており、を夏数の尾

根と谷戸によって構成される丘陵地です。

大部分は市街化調整区域となっており、T部に農地や豊かな自然環境が残る地域です。

小山田緑地など地域の下部は、1961年に風致地区に指定されています。また、その他のま

とまったみどりも都市計画緑地や東京都保全地域の歴史環境保全地域などに指定され保全

されています。

(2)地域の特性

①自然環境

ア.地形
地域のlま ば全域が丘陵地にあり、多摩市との境にある標高 150m前後の尾根を最高に、

起伏に富んだ複雑な地形が見られます。そのため多くの谷戸が点在しており、谷戸曲と

農地が一体となった谷戸を形成しています。

イュ景観

起伏に富んだ地影によつてつくられる様々な眺望が見られます。銚望景観は、尾根の

稜線沿いの空F露日の開けた場所で見られ、場所によってtよ大曲・丹沢の曲並みや、その向こ

うにそびえる富士迪を望むこともできます。また漏川や街道沿いからtよ、丘陵の稜線の

緑が帯のように連なる姿を見ることもできます。

地域内には多くの首道があり、歴史的な趣と豊かな自然が融合した景観が形成されて

います。

15



②地域資源

ア.歴史
奥州への古い街道沿いに発達した由緒ある里です。小曲田一族は桓武平氏の出であり、

城主有重の子ら6兄弟は鎌倉幕府の御家人として大活躍したことが知られています。ィ小

山田城圭とは大泉寺にあります。

イ.観光

○鶴見川源流保水の森  ○都立小山田緑地   ○市立室内プール          ′

○尾根緑道       ○蓮田公園 (整備予定)O(仮 称)町田スポーツ公園 (整備予定)

ウ.近燐の大学等  ,  ′
○桜美林大学

(3)地域の課題

①住民の日常生活の利便性・安全`雄の向上
。将来にわたちて生活し続けることができるよう生活基盤の整備が求められています。
・散策者のマナー向上1駐車場の整備など、来訪者の行動が地域住民の生活を阻害しない

ための対策が求められています。 i

②手入れの行き届かない極林地と農地の増加への対応
・市有地、民有地ともに、人の手がまったく入らない管理放棄林や耕作放棄地が増加して

いる状況への対応が求められています。

・地域住民、来訪者のほか、状況に応じて民F日三事業者も含め多様な主体の連携・協働によ

る塁曲の環境美化 (ごみの撤去)の取組が必要といえます。

③農業に従事している住民の高齢化や後継者不足への対応
・農業や里蜘環境を活用する担い手の支援として民F日尋資金の導入などを含め、今後も持続

可能な方策を検討していくことが必要といえます。       ,
・地域における活動や交流の拠点を整備し、多也域の担い手となりうる人が里曲での活動に

継続的に関わることができる基盤づくりが必要といえます。

16



【小野路エリア】

(1)エリアの概要

小野路エリア|ま小山田エリアと同様に、町国市の北部に位置し、多摩ニユータウンに接す

る地域です。多摩丘陵の大きな緑地帯を抱え、鶴見川の源流域となっており、複数の尾根と

谷戸によつて構成される丘陵地です。谷間を走る街道沿いに街並みが形成され、江戸時代に

宿場としてにぎわった小野路宿や寺社など歴史鞠資源が点在しています。

大部分イよ市衡化調整区城となっており、農地も多く、また、自然環境の豊かな地域です。

国の「生物多様性保全二重要な里地塁曲Jと して「図師小野路歴史環境保全地域及び奈良

ばい谷戸Jが選定されています。

(2)地域の特性

①自然環境

アL地形

地域のほぼ全域が丘陵地にあり、起伏に富んだ複雑な地影が見られます。そのため多

くの谷戸が点在しており、谷戸曲と農地が一体となった谷戸の景観を形成しています。

イ.景観

起伏に富んだ地形によってつくられる様々な跳望が見られます。眺望景観は、戸毛根の

稜線沿いの空間の開けた場所で見られ、場所によってtよ大曲 `丹沢の曲並みや、その向こ

うたそびえる富士曲を望むこともできます◇また河用や街道沿いからは、丘陵の稜線の

緑が帯のように連なる姿を見ることもできます。

小野路城
'生

、万松寺など、地域の歴史・文化を物語る景観が見られます。地域内には多

くの吉道があり、歴史的な趣と豊かな自然が融合した景観が形成されています。

17



②地域資源

ア.歴史
「奈良ばい」は小山田氏や後北条氏の出城であった小野路城と小曲圏城を結ぶ城道で

した。小野路城址、小町井戸などの史跡を合め、当エリアの南部は東京都歴史環境保全地

域に指定されてとヽます。  i

イ.観光

○小野路宿里曲交流館  ○小野路宿通り        ○野津園公躍

ウ=近隣の大学等      ―

○桜美林大学      ○国士舘大学         ○恵泉女学園大学

(3)地域の課題        ,
①農業に従事している住民の高齢化や後継者不足への対応
・農業や里山環境を活用する担い手の支援として民間資金の導入などを合め、今後も持続

可能な方策を検討していくことが必要といえます。          .
・活動の担い手を募るために民F露写事業者等と連携・協働し、地域に関心を持ち行動につな

げる人ヘアプローチしていくことが重要といえます。

②手入れの行き届かない樹林地・農地の増加への対応
・市有地(民有地ともに、人の手がまったく入らない管理放棄林や耕作放棄地が増加して

いる状況への対応が求められています。

・地域住民、来訪者のほか、状況に応じて民間事業者も合め多様な主体の連携・協l野」によ

る塁山の環境美化 (ごみの撤去)の取経が必要といえます。

―③地域住民が安心 して暮 らせる環境整備

・散策者のマナー向上(駐車場の整備など、来訪者の行動が地域住民の生活を阻害しない

ための対策が求められています。                   '
。地域内の事業者の情報を共有し、地域住民が安心して暮らせる環境を整備していくこと

が求められています。

18



【相原エリア】

(1)工 lJアの概要

相原エリアtま、町露市の西端に位置し、八王子市、相模原市に隣接する東西に細長く蔵北

に高低差がある地域です。地域を横たわるように多摩丘陵の緑地帯が連なり、丘陵地の南側

に境川が流れ、それに沿つて田J菌衝道が走っています。

八王子とつながる町閣街道はかつて「絹の道こと呼ばれ、衝道沿いに衛並みが形成されて

きました。1908年にlよ相原駅も開設されるなど、今日の地域の姿は比較的早い峙期に形成

されていますじまた、高度成長期以降には複数の大学が立地とノました。,

地域北側の大半tま多摩丘陵の豊かな自然環境に恵まれ、これらは市街化調整区域となって

います。地域の西端には境川の源流があり、この一帯は大戸緑地として保全されているほか、

野外活動や宿泊ができる市の施設として大地沢青少年センターが整備されています。

(2)地域の特性

①自然環境

ア.地形

地域は東西に細長く、高を流れる境川付近から北に向かって、低地、台地〈丘,売女地が連

続しています。また境川からは幾筋の谷戸が広がり、町田市の地形の特徴が凝縮された

地域です。

イ.景観

西端の大戸緑地や地域北額1の丘陵地には、豊かな樹林が残り、全体として緑豊かな景

観が見られます。一方で、多摩境駅を中心に、多摩境通り周辺は近年開発整備が進み、緑

が少なくなるなど景観の急速な変化が見られます。また、地域を東西に貫く町囲街道沿

いは、商業施設が建ち並ボー方で、子日衝道の面影を残す場所も見られます。
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②地域資源

ア.歴史

町閣街道の北側を中心に神社や寺が多く立地しています。円林寺、清水寺、諏訪ネ申社な

どの寺社では、大きく育った敷地内の立派な樹木や周辺の緑と一体となった景観が見ら

れます。清水寺のアカガシ群落は、市指定天然記念物にもなっています。また、青木家住

宅、長福寺、田端環状積石遺構、相原窯跡など、多くが文化財や史跡に指定され、地域の

歴史・文化を物語る景観が見られます。

イ.観光

○相原中央公園     ○大地沢青少年センター

ウ.近隣の大学等

○法政大学       ○東京家政学院大学  ○東京造形大学  |

○曲野美容芸術短期大学 ○多摩美術大学    ○サレジオエ業高等専F三学校

(3)地域の課題

③住民の日常生活の利便性・安全性の向上
・散策者のマナー向上など、来訪者の行動が地域住民の生活を阻害しないための対策が求

められています。

②里曲へのF美弓心喚起
・地域住民が日常生活の中で、気軽に量曲環境にふれあうことができるよう、情報発信、

活動参加のきっかけづくりが求められています。

・地域住民だけでなく来訪者が塁曲環境に関心を持ち、周遊、交流していく機会を充実す

ることで量曲への関心を喚起していくことも求められています。

・特に里曲環境への入りEttlと なる相原駅周辺では、地域住民や来訪者に里を強への関心を喚

起するきっかけづくりが求められています。

③多様な主体の連携・協働のしくみづくり
。すでに活動している団体等と新たに活動を始めたいと考えている住民の情報共有、連携

協種みのきっかけづくりが求められています。

20



【三輪エリア】

(1)ェ手ジァの概要

三輪■リアイま、町田市の北東部に位置し、そのほとんどが川崎市や横浜市に接する地域で

す。鶴見サIIやその支流の周辺|まイ氏地で、その他は丘陵女也となっており、起伏の豊かな地域と

なっています。       '
1927年の小閣急線鶴川駅の開設を皮切りに土地区画整理事業などの面的な整備によって

農村から住宅地としての変遷を遂げましたが、三輪町には市街化調整区域があり、横浜市ま

でつながるまとまったみどりが残っていますし

三輪緑地は、横浜市との市境に位置する 21.1ヘクタールの都市計画緑地です。隣接する

横浜市の「寺家ふるさと村」や「こどもの国」、周辺の農地や社寺林と二体となって広域な

緑地帯を形成しており、散策や自然観察に多くの方が訪れています。また、市民活動団体の

方々が町閣市との協働による緑地保全活動を行うています。緑地の中にはトイレや休憩所が

ある三輪の森ビジタとセンターがあります。

また、国の「生物多様性保全二重要な里地里山」として「三輪町の森」が選定されていま

す。

(2)地域の特性

①自然環境

アJ地形

町閣市の北東部に位置し、川崎市や横浜市に隣接する地域です。河チ||や街道沿い、小田

急線沿いの低地部分から幾筋もび)丘陵の尾根が連なるなど、高低差に富み、起伏が豊か

な丘陵地の地形が見られます。

緑豊かな丘陵の尾根に囲まれた住宅地や里歯や谷戸の国園風景がみられます。近年で

は大規模な宅地F升尋発が行われるなど、急激に変化している景観も見られます。

イ.景観

妙福寺周辺を含む一帯には、緑が琴く典型的な谷戸の景観が見られます。幾筋もの尾

根と谷によって複雑に入り組んだ地影イよ、さまざまな場所からさまざまな方拘に眺望を

体験することができます。地影のイ氏い場所を流れる鶴見チ||か らば、間近に追る緑の斜面

の尾根線が見られます。
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②地域資源

ア=歴史
三輪町の丘陵地には、緑豊かな自然環境と二体となった西谷戸横穴墓群や寺社など、

他の地域と比べても多くの歴史的資産が残ります。 また、文化財に指定されているもの

もあります (妙福寺祖自下堂 。本堂鐘桜 F尋 ・高麗閣、熊野神社本殿)。

イ.観光

○三輸の森ビジターセンタと

ウ.近隣の大学等                            ｀

Oフ ェリシアこども短期大学       ○和光大学      ○玉川大学

(3)地域の課題

①住民の日常生活の利便性・安全性の向上
・散策者のマナー向上など、来訪者の行動が地域住民の生活をI且害しないための対策が求

められています。

②と也域住民とみどりが,S、れあう機会の充実       ナ

・地域住民が住宅地に近接する塁山環境の活用の担い手となり、良好な住宅地の環境と暮

らしを維持・更新していくことが重要といえます。

・地域住民が日常生活の中で、気軽に里曲環境に応、れあうことができるよう、情報発信、

活動参加のきっかけづくりが求められています。

③多様な主体の連携・協働のしくみづくり
`すでに活動している目体等と新たに活動を始めたいと考えている住民の情報共有、連携・

協働のきっかけづくりが求められています。
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第3章 里山環境の再生・活用に向けた基本方針

1と 基本的な考え方

町圏市の里曲の現状と課題等を応、まえ、地域住民の生活環境を整え、多様な主体と連携

し里曲を再生 す活用していく「時代に員Fし た新たな循環サイクル」を構築する必要があり

ます。

そのためには、里曲環境を巨生し、その環境・資源を活用につなげることで、まちだの

里曲がそこにイ主螢 嫌 生2【歴墨地ど土ミ将来に渡つて持続可能なものとなる

ことを目指します。

そして、人と自然が共生し、時代に即した新たな資源の循環により、持続可能な環境が

形成・維持されることを目指します。

以下のとおり、まちだの里曲の将来像を定めるものとします。

(1)まちだの里山の将来像

住む人も 言方れる人も 居心地のよい まちだの里山

里麹で行われる活動のイメ=ジ

みどりやととの田わりを日
ヨヨロとカラダを

常の一部にしながら

育む事らし

鑓

籍
かと撃晃る時言鍋と晏遼奪議

'と

蕩を使つて
F違ぶ=働 でヽ感ε,を 湧分らと〈デザインできる暮らし

、ヨ,J .|

|:i:_野

麹
騨 騨

「隣由き。長凛と'後理巻』書真離とながら
やりたいことlξアクセスじやすい手らし 入やモィなどの売輿した貴ユt資(住舞 らし

聾 涯 ,,‐
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2日 計画のポイント

(1)4つの基本方針と工1ジ アごとの方針
本計画で掲げた「まちだの塁曲の将来像」を実現していくために、計画全体の方針とし

て 4つの基本方針を設定します。

4つの基本方針に基づき、地域の実態に即した取組を推進していくために、エリアごと

に取組を設定します。                      |

(2)町田市全体の取組とリーデイングプロジエクトの設定

本計画で掲げた「まちだの星山の将来像」を実現していくために、計画期間中に具体

的、かつ、着実に町田市全体で推進していく取組を重点事業として位置づけます。

全エリアに共通する重点事業とあわせて、エリアごとの実情に即したリーディングプロ

ジェクトを設定しますと

(3)各方針とリエディングプロジェクトの関係
4つの基本方針とエリアごとの取組の関係は以下のとおりとなります。

住む人も 訪れる人も 居心地ρよい

まちだの里山

基本方針1     1
里山の環境を整える

基本方針2

里山の魅力を伝える

町
田
市
全
体
の

取
組
（重
点
事
業
）

基本方針3

里山を体感する

基本方針4
里山ではじめる

ま事だの里出の将来像
エリアごとの取組

可ヽ山田
―
エリア

1.取組チエマ
2.り■ディングプロジエクト

′とヽ野路エリア
1.取組テーマ
2と リーデイングプロジェクト

相!原エリア
1.取組テーマ
2iり■ディングプロジェクト

三輪臣リア  
ー

1.取組テーマ
2と リエデインダプロジェクト
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3.4つの基本方針

将来像 住む人も 言方れる人も

E取組の方向性
・里山環境の再生と活用を推進する

。多様な人が関わり続けられるしくみづくりを推進する

■ねらい            ｀

○まちたの里山の自然資源を活用した事業を実施する環境を整えるため

○自然体験のニーズに応える事業を実施する環境を整えるため

○市内外の人や団体が持続的に里由環境を活用することができるしくみを
i構

築するため

○市内外の人や団体の活動を受け入れるため

○地域に多くの人の目が入ることで安全・安心な塁山の環境を整えるため

基本方針2里山の魅力を伝える

■取組の方向性

'人・団体への周知に取り組む
。住んでいる人、訪れる人、まだ訪れていない人に地域の魅力を伝える

■ねらい

○多世代の在住者がまちだの塁山が貴重な場所ということを知るた♂)

○来訪者が地域の住民・団体の活動を知るため

○広くまちだの里由の魅力を発信するため

○まちだの里山での暮らしにあこがれや愛着を抱く人を増やすため
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居心地のよい まちだの里山

基本方針3里 山を体感する

Jねらい

○実際に訪れてまちだの塁山の魅力を体感してもらうため

○訪れた人の満足度を高めるため

E顛組の方向性
・実際に現地に訪れる人を増やす

基本方針4里 曲ではじめる

■取組の方向性 |

。ここで何か始めてみようと考える人を後押しする
。地域住民と来訪者の交流を促進する

■ねらい

○持続可能な里山環境の保全につながる事業活動を受け入れるため

○野菜や本材など里曲の産物を活かしたビジネスを始める基盤を構築する

ため

○訪れる人と地域の人・団体が交流するため
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第4章 里山環境の再生・活用に向けた具体的な取組

1口 町田市全体の取組(重点事業)

10年間の計画期間の中で時代に即した新たな循環サイクルを着実に構築し、まちだの里

曲の将来像を実現するために、市全体の取組 (重点事業)を設定します。エリアの実1青 に応

じた取組のテーマまたはリーディングプロジェクトと整合を図るものとしています。

※検討中

1
重点事業1里山環境(山林・農地)の再生と活用

①里曲環境の再生に取り組みます

不法投棄など生活環境の悪化や生態系の保全の妨げの要因となっている曲林や耕作が行われて

いない農地の再生に取り組みます。          ′

まちだの里曲の地理的な特性を鑑み、隣接する自治体との連携や曲林の再生と活用に取り組ん

でいる自治体との連携を念頭に里曲環境の再生に取り組みます。

コ具体的な取組

○麹林や農地の再生 (不法投棄や景観など生活環境悪化の要因となっている曲林の

'日

写伐を実施 )

②事業者等と連携して里曲の環境・資源を活用します

塁曲環境の再生により間伐した木材の搬出など、里曲の資源を有効に活用するために必要なイ

ンフラの整備を実施 します。民F日ヨ事業者等と連携・協働 し、持続可能な保全につながる、里山環

境の活用に取り組みます。

コ具体的な取組

○木材搬出のための作業路を整備する。

○塁曲の環境を活用した事業を実施する。

③塁曲で活動したい人を受け入れる環境を整備します

里曲の環境に興味や親しみを持つ人や団体・企業等が参画しやすい環境を整えます。また、地

域住民と来訪者の交流の機会の創出や場の整備、来訪者の私有地への立ち入りを抑制するための

道標の設置など、地域住民と来訪者にとって良い関係性が構築できるよう取り組みます。

■具体的な取組

○活動したい人が地域にスムーズに入っていけるよう、ヨーディネー トを行います。

○散策ルートを整備し、案内板や道標を設置する。      .

■対応するSDGsの ゴール

圏
7

⑬

■達成指標
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3 4□□

重点事業2活動に参画する団体や企業・個人など、担い手の

育成と支援
塁由の環境を活用する団体や企業等の活動が継続し、持続可能な里曲環境の保全につながるよ

うに必要に応じた支援を行います。

より多くの人が里的に関わり訪れることができるように、新たに活動を行う団体等への助言や

支援を行います。

○里山を訪れ、関わる人を増やす。

○団体・企業等と連携して星山の資源を活用する。

○塁曲での活動が将来に渡って持続可能なものとなるよう必要な支援を行う。

171こゲどI.FI

①

E対応するSDGこのゴール

E具体的な珂又組

■達成指標

※検討中

※検討中

2重点事業3「まちだの里山」の戦略的な情報発信

まちだの里曲の魅力や塁蜘での取組を内外に発信し、認宍屋度の自上や来訪者の促進につなげま

す。

里由環境の活用や保全に興味がある企業等への発信し参画を促進します。

■具体的な取組

○里曲環境再生の取組そのものを発信する。

O「まちだの里曲どに対する地域内外の認識や認矢日度向上に取り組む。

○里曲での活動に興味がある企業・団体等に対して重点的に情報を発信する。

171:∵ !「I II

①

■1対応す番SDGsの ゴァル

■達成指標
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2Bエリアごとの取組

活動状況や課題等が異なる各エリアの実情を応、まえ、取組テ‐マとリーディングプロジェ

クトを設定しています。

北喜
`丘

陵活性化計画に基づき取組が行われて,き た小曲とロエヴアと小野路エリアで

'ま

、これ

までの経緯を応、まえ、特に重点事業 1に関わるプロジェクトを記載しています。相原エリア

と三輪エリアで1ま、特に重点事業 2(3に関わる担い手育成や仕組みづくりのプロジェクト

を記載しています。各プロジェクトにlよ、対応するSDGsの ゴールを記載 しています。

【′」ヽ山田エリア】

(1)地域の取組テーマ

エリア内の住民と来訪者が安全かつ安心して交流し、お互いに居心地のよさを感じるこ

′とができるよう、塁曲を再生することから取組を進めていきます。あわせて、交流やにぎ

わいの倉1出 につながる場や機会も充実し、多様な主体の連携・協働による農の環境・資源

の活用、自然資源の活用を推進していきます。

(2)リーデイングプロジエクト
多様な主体が活動や検討を重ねてきた本エリアでは、里曲環境の再生に取り組んだうえで

多様な活動を推進していくために、以下のリーディングプロジェクトを掲げました。

だれもが居心地のよさを

感じることができる里山環境の再生と活用

プロジェクト 鰯

1 元蹴夙曇汚錘終膵
する

①交流日遊拠点を整備します

圏易踵田

□
運営

②
整備

運営:す

岳寸た 手

週末ごとに自転車や散策を楽しむ人が訪れていることから、来訪者の体憩や来訪者と地域住民

の交流の場など、量曲をより身近に感じ楽しむことができる拠点となる施設を整備します。

②里山環境を活用する場を整li篇 します

小曲田小学校北俣1の 曲林をはじめ、周辺の曲林の再生を図り、テ色域の子どもたちや住民、来訪

者が森を楽しみ、マウンテンバイクや ドローン、ジップラインなどをはじめとする活動ができる

場を整備します。

③本材を活用できる場を提供します

曲林の再生により発生した間伐材を有効に活用し、木材の加工や製材(加工品の販売や木正体

験など多くの方が木材に触れ、楽しむことができる場を提供します。

■対応するSDGsの ゴール               、
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プロジェクト 鯉

雫 轟名頂写ヒ多嵩量窒
地域の農業従事者や住民、企業等との連携により、来訪者が「農」をテーマとした体験や農産

物の購入など地域住民と交流ができる場や機会を充実し、日常的な地域の賑わいの創出につなげ

ます。

■「封応するSDGこ のゴ‐ル

プロジェクト ｀

①環境の保全 tこつながる事業を実施します  !          ―     :
再生した曲林や農地を活用し、地域の賑わいの倉」出を区り、持続可能な環境の保全につながる

事業を地域住民や来訪者、団体・企業等と連携・協働して実施します。

② (仮称〉里曲クリ十ンアップキヤンペ■ンを企画・実施します     :
塁曲に携わるすべての人たちによる、(仮称)里曲クリーンアップキャンペーンを企画・実施

し、里山の清掃活動を通じて、塁曲環境が抱える課題や環境保全への理解を里曲べの親しみや愛

着につなげ、皇山環境の保全を持続可能なものとします。

③款兼ル■卜の再褻備とマップの作製に環)tり組み糞す|‐
‐―|! ― |   :||

荒廃して通行が困難になった道を再整備します。あわせて、道標の設置、散策ルートを示した

マップの作製を行うことで、私有地への立ち入りをなくしていきます。

■対応するS ttG`|のゴ■ル

3 輩ぽ宗蚕調霜湾擢進 囲圧l
†究言寸 調 整

盟饉圏団

3 4
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【小野路工Iジ ア】

(1)地域の取組テーマ

地域団体、民F臣弓事業など多様な主体の連携・協働・交流により貴重な里曲や営農環境の

保全・活用と継承を推進し、居心地のよさを感じることができるよう、里曲を活用する取

組を進めていきますjあわせて、交流やにぎわいの倉J出 につながる機会を充実していきま

す。         ,

(2)リーディングプ盛ジェクト
多様な主体が活動や検討を重ねてきた本エリアでは、里曲環境の再生に取り組んだうえで

多様な活動を推進していくために、以下のリーディングプロジェクトを掲tデ ましたc

豊かな自然・歴史資源や

農環境を活用した交流の促進

プロジェクト

1 2 3 4 実施

小野路エリアの放置竹林の再生を露り、竹材を活用した体験プログラム等を企画・実施します。

竹材に角虫れる機会や楽しみを通じて、塁山への親しみや環境保全への理解、来訪者のイ赤電進につな

げます。

町困産のタケノコの水煮やメンマなど竹を材料とする加工食晶について、団体・企業等との連

携・協働により食品のF汗再発・販売を行い、持続可能な新たな循環サイクルのモデルを構築すると

ともに、地域の活性化や来訪者促進につなげます。           (

1711'モユlri

①

―由対応するこうGこ のゴ■ル=:

1 竹林の再生と活用
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プロジェクト 趨

2 普承宗蓄霰霜湾処進
①歓策ルートを再整備します

検 討 :路

散策などを目的とした来訪者が、塁曲を楽しむことができるように新たな散策ルー トの整備や

散策ルー トの車メJり などを実施し、散策しやすい環境を整えます。また、来訪者が私有地に立ち

入ることがないよう道標等を設置し、注意を促します。

② (仮称)里曲クリーンアツプキャンペーンを企画・実施します

里曲に携わるすべての人たちによる、(仮称)里曲クリーンアップキャンペーンを企画・実施

し、里山の清掃活議を通じて、塁曲環境が抱える課題や環境保全への理解を塁曲への親しみや愛

着につなげ、里曲環境の保全を持続可能なものとします。

■対応するS19,CSのゴすル   ・

1 3 4
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【相原エリア】

(1)地域の Tマ

既存の活動団体の横のつながりや地域コミュニティを醸成し、多くの人が歴史や文化と

お、れあいながら里山環境を活用していくための取組を進めていきます。地域住民の間で地

域θ)ビジョンθ)共有し、新たな活動を後押しする地域の基盤づくりにも取り組んでいきま

す。

(2)tJ―デイングプロジェクト
1

既存の活動団体等と新たに活動を始めたいと考えている住民の連携・協働のきっか tサ づく

りが求められている本エリアにおいて‡よ、体制づくりや新たな取組を支援していくことを目

子旨し、以下のリーディングプロジェクトを掲げました。

里曲環境の活用

連携・協働による

プロジェクト 鵡
1 連携・協働の体制づくり 検討 調整 実施

①地域の課題解決や霊由の活用につながる体制づくリ  
ー
        |

地域の住民と既に活動する団体や企業等との連携を図り、地域課題の共有や今後の里曲環境の

活用につながる体制づくりに取り組みます。

②地域で活動する若い世代との連携 ギ腕働のしくみづくり

地域で活動する若い世代との連携・協働を促進する仕組みをつくります。

H対応するSDGsのゴール

圏

21

471第 rギ |

①

プ芭ジェクト ‰

2 熱毒謬髯留匿
携による

①里祟を活用したアートイベントの検討        ′

地域住民や大学 i企業等と連携して、里曲環境を活用したアートイベントを企画 '実施します。

■対応するSDGsの ゴ■ル   ー

阻∈圏
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【三輪エリア】

(1)地域の取組テーマ

既存の団イ本の活動や取組を通して多くの人が地域の自然・歴史・文化資源に応、れあうこ

とができる塁曲環境の実現につながる取組を進めていきます。地域住民のF日量で地域のビジ

ョンの共有し、新たな活動を後押しする地域の基盤づくりにも取り組んでいきます。

(2)リーディングプロジェクト
既存の活動団体等と

'也

域住民の協働が求められている本エリアにおいては、地域の取組テ
エマを共有し活動に参加するきっかけを充実していくために以下のリーディングプロジェ

クトを掲げました。

自然・歴史・文化資源にふれあえる

里山環境の実現

プロジェクト

地域の取組や魅力・l函値を
共有できるF美司係づくり

美しい谷戸困のある風景などの豊かな自然環境の保全に向けて活動する団体との情報交換や

必要に応じた支援に取り組みます。また、多くの人が自然環境を通じた学びや歴史に応、れあえる

機会を充実します。

EI難応するS‐ ,Gこのゴ■ォ″i l /

甍

盟踵圏団
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第5章 計画の推進にあたつて

1.計画推進の考え方

まちだの里曲に関心をもつ多様な主体の連携・協働による「まちだの里山の】乎来像どの実

現にむけ、リーディングプロジェクトを中心に基本方針にそった様々な取組や活動を推進し

ていきます。

2.計画の進行管理

各施策を用滑に遂行するため、関連する庁内各課と密に情報交換を行つていきます。また(

市民、地域団体など多様な主体と連携・協働しながら各施策を進行管理していきます。

計画の評価は、学識経験者と関係団体 (農業、観光、産業分野)からなる (仮称)里曲環

境活用保全計画推進委員会を設置し、年 1回程度、基本方針に沿つた取組等の進抄を確認し

ます。              ,
各エリアにおいて住民・活動団体等からなる組織の設立 。運営を支援し、取組の進抄状況

等をエリア内で確認・共有するとともに、その結果について (仮称)里曲環境活用保全計画

推進委員会が密に連携することで、計画の進捗として取りまとめ、まちだの里曲全体の将来

像の実現に向けた評価を行います。

本計画を推進し5年 目に、社会の状況等に応じて計画の中F露写確認の実施を検討しまする

計画の進行管理のイメージ

計画の進行管理

(仮称 )

璽曲環境活用保全計画

推進委員会

取りまとめ、評価

連
携

“

麟
翼
藍

取組の進捗状況等をエリア肉で確認 ,共有

住民・活動団体

等からなる組織

小山田

工 1ジ ア

小雰路

正リア

お目辰員

エリア

三輪

エリア
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3.町霞市の役割

まちだの塁由に関心をもつ多様な主体の連携・協イ動を支えるとともに(団体F日弓のコ▼デイ

ネートや庁内1捧の機関・団体との連携を促進することで本計画を効果的た推進していきます。

(1)多様な主体の]―ディネ■卜｀

市は、まちだの塁―曲で活動する多様な主イ本の活動の下支えと棧のつながり|の強F毯に取り組
み、コーディネーーター.と しての役害lJを 担います。コ▼ディネーターとして効果的に活動を行

うことができるよう、日ごろから地域の自体等とのコミユニ
.ケ
ーシヨン|の機会の確保に努め

ます。     ―`    ‐          ′      ` ′:.・

(2)国 t都、近隣自治体との連携強化

者岳帝基盤の整備や法制度に基づく指定や広城的な取組イこついては、国、東京都、関連白治
体等と連携しながら取組を進めていきます。i
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資料編

1日 航空写真等

2日 活用を検討する制度

3こ 住民・来訪者の意識

(4)地域住民の三―ズに関する調査

(2)来訪者のニーズにF美零する調査

(3)地域住民の暮らしに関するヒアリング調査

4.樹高区分図

(1)樹高区分図の説B月

(2)樹高区分図
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